
 

   

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

医療法人 登別すずらん病院 広報誌 
マイナ保険証の使い方について

新入職員のご紹介

2026 年 4 月 発行 

すずらんだより 
E-mail info@suzuran-hosp.or.jp ホームページ http://www.suzuran-hosp.or.jp 

令和８年４月より 12 名の新入職員が当院に入職しました。 

より良い医療サービス実践のため日々頑張っていきますので、暖かく見守って頂けたら幸いです。 

後列左から→ 

訪問看護師  川浪 葵     

事務部医事課  寺山 聖梛 

リハビリ科  （言語聴覚士） 深町 秀人  （理学療法士） 金澤 亮平 

         （作業療法士） 関本 一貴 

前列左から→ 

第３病棟看護補助  テッ モン ウー ・ キン ニェインチャン ス 

第２病棟看護補助  トゥー ザー ミイッ ・ イ モン チョー ・ ノーエ シー 

第１病棟看護補助  キン ポウーン トゥー ・ メイ テュー チョー 
〒059-0027 登別市青葉町 34 番地９ 

電話番号 0143（85）1000（代表） 

診療科目：内科・消化器内科・リハビリテーション科 

診療時間：平日 午前 9:00～12:00 午後 13:00～16:30 

 

みなさんマイナンバーカードを利用できていますか？ 

従来の保険証は無効となり、医療機関の窓口では原則として使用できなくなっているため、 

「資格確認書」か「マイナ保険証」を使って受診することになります。 

当院ではスマートフォンでの対応もしていますが、今回はカードでのマイナ保険証の使用についてご説

明させていただきます。 

4.「顔認証」か「暗証番号」を

選択する 

5.医療情報の提供について

「個別」か「全て」を選択する 

6.確認完了が出たら「終了

する」を押す 

↑高額医療制度を利用する場合、 

「利用する」を押す 

1.画面の「スタート」

をタッチ 

3.マイナンバーカードを

差し込む 

2.「カード」か「スマートフォン」

を選択する 

 

操作方法などでご不明な点がありましたら、 

どうぞ遠慮なく受付にご相談ください！ 

丁寧にお手伝いさせていただきます！ 

第 38 号 

7.この画面になったらカード

を取る 

カードを選択した場合 

新入職員代表あいさつ「理学療法士 金澤亮平さん」 

看護師・リハビリ・受付・看護補助の計 12 名が加わり、多国籍で活気ある体制となりました。 

ミャンマー出身スタッフの笑顔と誠実さを力に変え、全員で真心を込めた医療・ケアを実施いたします。 



 

 

当院では、昨年１０月にインドネシアより２名、今年４月にミャンマーより６名の外国人看護

補助者を迎え、現在８名が勤務しています。入職時オリエンテーションの一環として交流会を

開催し、和やかな雰囲気の中で親睦を深めました。 

交流会では、北海道の冬の寒さへの備えやごみの分別方法、日常生活の過ごし方につい

ての情報交換行われたほか、病院における看護補助者としての業務についても意見を交わ

しました。インドネシア、ミャンマーの双方の職員は初対面とは思えないほど打ち解けた様子

で、直ぐに笑顔で溢れる交流が見られました。同年代であることや、異国の地で働く仲間で

あることが、その距離を一層近づけているのかもしれません。 

看護部では、言葉や文化の違いはありますが、お互いに理解し、支え合いながら成長して

いけることを期待しており、患者様に寄り添った暖かいケアを共に提供していきたいと考え

ております。 

今後も当院では、多様な人材が安心して働ける環境づくりに努め、患者様に対してより良

い看護・介護の提供に繋げて参ります。 

インドネシアから来日した職員２名が、このたび来日から半年を迎えました。 

来日当初は、言葉や文化の違いに戸惑う様子も見られましたが、周囲の支えを受けなが

ら、一つひとつの業務に真摯に向き合い、着実に経験を積み重ねてきました。現在では、職場

にもすっかり馴染み、日々生き生きと業務に取り組む姿が印象的です。 

この半年間の努力と成長、そして日頃の貢献への感謝の気持ちを込め、通勤や日常生活の

一助となるよう自転車を贈呈いたしました。本人たちは「通勤が楽になりました。これからも

お仕事頑張ります。」と嬉しそうな様子で語りました。 

異なる文化や背景を持つ職員がともに働くことで、職場には新たな気づきや活力が生まれ

ています。今回の節目を一つの通過点として、今後さらなる成長と活躍が期待されます。 

当院では、引き続き安心して働き、生活できる環境づくりに努めるとともに、多様な人材が

力を発揮できる職場づくりを推進して参ります。 


